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農業総合センターの概要と
令和4年度の事業実績

Fukushima Agricultural Technology Centre 

福島県農業総合センター
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専門研究所・地域研究所の配置
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浜地域研究所

浜通りの研究拠点として、やませ
気象、冬期多照下での基幹作物
や周年施設や周年作物の技術開
発を進めます。

浜地域農業再生研究センター

浜通りの避難地域等の営農再開・農
業再生を行うために、平成２８年３月に
開設しました。現地実証研究を行い、農
業者の営農再開を支援します。

農業短期大学校

次代を担う先進的な農業者を養成
するとともに、農業者等の研修を行い
ます。

果樹研究所

果樹の新品種育成や栽培技術、
病害虫防除技術の試験研究を
進めます。

畜産研究所

乳牛、肉牛、豚、鶏の改良や飼育技
術、飼料作物の生産、調製技術及び
環境保全技術の試験研究を進めます。

会津地域研究所

会津地域の研究拠点として、適品種
の選定、特産農産物の栽培技術を進
めます。また種子の生産を行います。

畜産研究所沼尻分場

高冷地における肉用牛飼養技術や放
牧地・牧草地管理技術の試験研究を進
めています。



５つの機能が連動する福島県の農業振興の拠点
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令和4年度の試験研究成果の公表数

普及に移しうる成果 ４

参考となる成果 ３８

放射線関連支援技術情報 ９

営農再開支援技術情報 １９

県総合計画等に基づき策定した「福島県農林水産業の試験研究推進
方針」（令和３年３月）に基づき研究計画を作成し、実用性の高い技術の
迅速かつ効率的な開発に取り組む。
研究計画を作成する際には、市町村や関係機関・団体等を通して生産
現場の課題を把握し、研究課題を設定する。
また、県だけでは解決できない課題については、外部資金を活用して
国や他県の研究機関、企業等と共同で研究に取り組む。
得られた成果については、その性質に応じて下表の４つに区分し、
ホームページ等で公開するとともにセミナー等で現場への普及を図る。

技術開発・企画調整機能
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地域農業支援機能

１ 技術移転セミナー
地域の状況に適した成果を生産者や関係機関等に提供し、意見交換を行う。

令和４年度は、各地で１２回開催した。

２ 成果発表会
その年度に実施した試験研究の成果をいち早く生産者や関係機関等に提供する。
令和４年度は、各地方で５回開催した。

３ 鳥獣害防止対策の技術支援
会議や研修会等において、成果の情報提供や技術指導を行う。
令和４年度は、２９回支援した。

４ 農業技術相談
農業に係る技術相談に対応する。
令和４年度は、６０５件の相談があった。

５ 種苗等の生産・管理
水稲・麦・大豆やオリジナル園芸品種の種苗等の生産、家畜の管理・生産を行う。
令和４年度の主な生産等は以下のとおり。
○水稲 原原種８８ｋｇ、 原種２１，７１７ｋｇ ○アスパラガス 種子３５，４１９粒
○イチゴ 原種苗１６５株 ○カラー 培養苗１００個体 ○ブドウ 穂木１９ｋｇ
○牛黒毛和種 種雄畜の繁養１７頭 ○肉用牛 精液生産１１４，９６２本 など
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農業短期大学校（アグリカレッジ福島）
１ 農業経営部（令和４年度の学生数と卒業生の主な進路）

卒業生の主な進路は、就農２０名（親元９名、雇用１１、研修１名）、農業協同組合７名、
農業関連産業１５名、ほか。

２ 研修部（令和４年度の研修実績） ※この他に現地支援、施設利用研修など実施
就農研修 初級（春・秋コース）２９名（春コース１５名・秋コース１４名）、中級１５名
長期就農研修 農業短期大学校４名、果樹研究所６名
農産加工研修 ３コース、９回、４５名
農業機械研修 ３コース、２３回、１９０名

３ その他の特徴的な取組
福島大学食農学類との連携（本校教育に対する支援、福大生実習受入れ、学生交流）
 ＪＡ東西しらかわとの連携協定（地域農業発展、担い手の確保）
 JGAP認証 ※認証品目：米（玄米）、そば、小麦（新規）、トマト、きゅうり、ぶどう、かき
三重県農業大学校とのＧＡＰ交流（３年ぶり対面での交流、販売実習）
販売活動（大阪の米穀店で実演販売、福島空港、ＪＲ日暮里駅）

先進的農業者育成・支援機能

経営学科 水田 野菜 果樹 花き 畜産 計

１学年 １３ １５ ６ ２ ９ ４５

２学年 １５ １０ ６ ６ １１ ４８
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食の安全・環境にやさしい農業支援機能
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１ 農薬、肥料、飼料の適正な流通・販売等及び適正使用の推進
（１）農薬の流通・販売と適正使用指導及び取締

農薬販売届出事務、農薬販売者立入検査、農薬適正使用指導 等
（２）肥料・飼料の生産、流通・販売の指導

普通肥料の登録事務、指定混合肥料・特殊肥料生産及び肥料販売届出事務、
肥料生産・販売事業場立入検査、
飼料・飼料添加物販売届出事務、飼料製造・販売事業者立入検査 等

２ 植物防疫及び病害虫発生予察事業
主要農作物の病害虫発生状況調査、発生予察情報の提供、
病害虫の診断同定、新奇病害虫の侵入警戒調査 等

３ 農林水産物の緊急時環境放射線モニタリング
令和４年度モニタリング検査数（出荷確認検査） ４７７品目、１万１，２０８件

４ 有機ＪＡＳ認証
令和３年度の認証ほ場面積 ６，５７５ａ

（水田 ４，８９７ａ 畑 １，６０８ａ その他 ７０ａ）

５ 有機農業の推進
有機農業に関する技術の研究・実証、有機農産物の販売促進に係る支援、
技術研修会等の開催、有機農業者組織の活動に対する支援



１ 農業総合センターまつり
センターを一般公開し、県民との食と農の絆づくりを進め、農業振興に寄与する。
令和４年度は、入場制限・事前予約制で各種イベントを開催し、３０８名が参加。

２ 農的楽しみセミナー
県民に農業を身近に感じてもらうため、農業について楽しく
学べる場を提供する。
令和４年度は、ブルーベリーや野菜に関する内容で計４回
開催し、のべ３９名が参加。

３ 田んぼの学校
地元の小学生を対象に、米作りの体験学習を行う。
令和４年度は、６名の小学生を対象に４回実施。

４ イモ掘り体験
保育園児を対象に、サツマイモの収穫体験を行う。
令和４年度は、１回開催し、１９名が参加。

５ 交流エリアを活用した情報発信
交流棟では研究成果やセンターの取組を展示し、展示農園では水稲やブルーベリー
を展示栽培し、展示母屋では小学生を対象とした農業学習コーナーを展示する。

６ 視察受入れ
本部と各研究所において、広く視察見学者を受入れる。
令和４年度は、３１１回、のべ１，２６４名を受入れ。

県民との交流・情報発信機能
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